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全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協

議
会

�

会
長
　
大
谷 

貴
子

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
は

二
十
歳
に
な
り
ま
す
。
骨
髄
バ
ン

ク
を
介
し
た
骨
髄
移
植
も
、
今
で

は
年
間
１
千
例
を
超
え
、
さ
い
帯

血
移
植
を
加
え
る
と
、
非
血
縁
者

間
の
造
血
細
胞
移
植
は
２
千
例
を

超
え
る
ペ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
20
年
前
に
は
と

て
も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
皆
様
に
は
、
本
当
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

一
方
で
、
今
こ
の
瞬
間
も
病
気

と
闘
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
が
、
た

く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
血

液
疾
患
に
限
ら
ず
、
経
済
的
理
由

か
ら
治
療
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
日
本

の
医
療
制
度
は
、
ま
だ
ま
だ
本
当

に
必
要
な
と
こ
ろ
に
そ
の
手
が
差

し
伸
べ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
す
べ
て
の
人
に
優

し
い
医
療
の
実
現
を
願
い
な
が
ら
、

今
年
も
患
者
さ
ん
の
目
線
で
運
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

厚
生
労
働
省

健
康
局
疾
病
対
策
課

�

臓
器
移
植
対
策
室
長 

辺
見 

聡

　

謹
ん
で
新
年
の
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
は
、
今
年
、

20
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、
ド
ナ
ー
登
録
者
は
37
万

人
を
超
え
、
ま
た
、
骨
髄
バ
ン
ク

を
介
し
て
行
わ
れ
た
骨
髄
移
植
は

１
万
２
千
例
を
超
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
全
国
各
地

で
バ
ン
ク
を
支
え
て
下
さ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
方
や
バ
ン
ク
事

業
に
携
わ
る
関
係
者
の
方
々
の
御

理
解
、
御
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、

こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ド
ナ
ー
が
見

つ
か
ら
ず
造
血
幹
細
胞
移
植
を
待

た
ざ
る
を
得
な
い
患
者
さ
ん
は
未

だ
多
く
、
依
然
と
し
て
よ
り
多
く

の
ド
ナ
ー
登
録
を
必
要
と
し
て
い

る
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
８
月
の
厚
生
科
学
審
議
会

の
造
血
幹
細
胞
移
植
委
員
会
に
お

い
て
は
、
バ
ン
ク
事
業
に
お
け
る

末
梢
血
幹
細
胞
移
植
の
導
入
に
つ

い
て
ご
了
承
い
た
だ
き
、
昨
年
10

月
よ
り
段
階
的
な
実
施
が
始
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
厚
生
労
働
省
臓

器
移
植
対
策
室
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
こ
れ
を
機
に
、
よ
り
一
層
ド

ナ
ー
登
録
へ
の
理
解
が
進
む
よ
う
、

今
後
と
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て

普
及
啓
発
活
動
等
に
よ
る
事
業
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
日
々
進
歩
す
る
医
療
技

術
へ
の
対
応
や
、
一
人
で
も
多
く

の
患
者
さ
ん
が
造
血
幹
細
胞
移
植

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

体
制
の
整
備
な
ど
、
造
血
幹
細
胞

移
植
対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
協
議
会
の
ま
す
ま

す
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
会
員
皆
様
方
の

御
健
勝
、
御
活
躍
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

財
団
法
人
骨
髄
移
植
推
進
財
団

�

理
事
長
　
正
岡 

徹

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
の
ド
ナ
ー

登
録
者
は
、
37
万
５
千
人
に
達

し
、
骨
髄
移
植
は
、
累
計
で

１
万
２
千
４
百
例
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
や
関
係
者
の
ご
尽
力
の
賜
物
で

あ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
骨
髄
移
植
に
加
え
、
末
梢
血

幹
細
胞
移
植
が
導
入
さ
れ
、
患
者

さ
ん
の
救
命
の
機
会
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
３
年
ぶ
り
に
Ａ
Ｃ

ジ
ャ
パ
ン
の
支
援
が
再
開
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
12
月
に
は
、
財
団

設
立
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
今
後
も
ド
ナ
ー
登
録
を

推
進
し
、
よ
り
一
層
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
期
間
の
短
縮
や
ド
ナ
ー
安

全
対
策
の
強
化
を
図
り
、
骨
髄
移

植
や
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要

と
す
る
患
者
さ
ん
に
、
一
人
で
も

多
く
移
植
の
機
会
が
訪
れ
ま
す
よ

う
、
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
移
植
を

必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
の
た
め
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社

�

血
液
事
業
本
部
長
　
西
本 

至

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
で
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
が

開
始
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
20
年

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
貴
協
議
会
を
は
じ
め
、
事
業

を
支
え
る
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
や
関
係
者
の
方
々
の
御
尽

力
の
賜
物
と
、
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
昨
年
、

骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム

を
更
新
し
、
ド
ナ
ー
登
録
者
の
情

報
管
理
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
か
ら
は
、
末
梢
血
幹

細
胞
移
植
も
見
据
え
た
ド
ナ
ー
登

録
受
付
業
務
を
開
始
い
た
し
ま
す

が
、
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん

に
移
植
の
機
会
が
訪
れ
ま
す
よ
う
、

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
骨

髄
バ
ン
ク
事
業
の
推
進
に
努
め
て

参
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
貴
協
議
会
の
御
発
展

と
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

日
本
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　

�

会
長
　
中
林 

正
雄

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
宮
城
さ
い
帯
血
バ
ン

ク
の
経
営
危
機
が
報
じ
ら
れ
、
さ

い
帯
血
バ
ン
ク
事
業
の
経
営
基
盤

の
不
安
定
さ
が
社
会
的
に
広
く
知

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
11
月
末
に
は
、
環
境
省
が
進

め
る
エ
コ
チ
ル
調
査
に
協
力
す
る

産
科
施
設
と
、
各
さ
い
帯
血
バ
ン

ク
が
提
携
す
る
採
取
産
科
施
設
と

が
か
な
り
重
複
す
る
と
い
う
事
態

と
な
り
、
さ
い
帯
血
の
確
保
が
懸

念
さ
れ
る
な
ど
様
々
な
問
題
が
表

面
化
し
た
年
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
さ
い
帯
血
移

植
は
年
間
1
千
例
を
超
え
る
よ
う

に
な
り
、
骨
髄
移
植
と
と
も
に
造

血
幹
細
胞
移
植
医
療
を
支
え
る
重

要
な
治
療
法
と
な
り
、
標
準
的
な

医
療
と
し
て
社
会
に
認
知
さ
れ
、

責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
る
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
移
植
を
必
要
と
す
る
患

者
様
の
た
め
に
よ
り
一
層
努
力
し
、

さ
い
帯
血
バ
ン
ク
事
業
の
発
展
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
協

議
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆

様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協

議
会

�

理
事
長
　
中
野 

勝
博

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
私
ど
も
の
活
動
に

格
別
の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
わ
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
証
を
、
国

税
庁
よ
り
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
税
制
上
の
特

別
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
骨
髄

バ
ン
ク
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
各
地
で
様
々
な
事

業
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
１
つ
、
福
島
で
行
わ
れ

た
骨
髄
バ
ン
ク
20
周
年
の
同
窓
会

「
め
ぐ
り
あ
え
た
こ
と
に
あ
り
が

と
う
」
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
、
ド
ナ
ー
さ
ん
、

そ
し
て
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
え
て
下

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
一

同
に
集
う
涙
と
感
動
の
素
晴
ら
し

い
『
め
ぐ
り
あ
い
』
に
ご
一
緒
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
深
く
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　

本
年
も
共
催
事
業
な
ど
を
通
じ

て
全
国
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
、

新
年
の
ご
挨
拶

造
血
細
胞
移
植
の
更
な
る
躍
進
を

願
い
な
が
ら
、
理
事
・
事
務
局
員

一
同
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

常
に
患
者
さ
ん
救
済
の
姿
勢
を
忘

れ
ず
に
、
積
極
的
に
活
動
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
一
度
、
皆
様
に
更
な
る
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

12
月
18
日
、
ス
タ
ー
貸
会
議
室

新
宿
（
東
京
）
に
て
、
造
血
細
胞

バ
ン
ク
・
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
骨

髄
バ
ン
ク
・
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
の

抜
本
的
制
度
改
革
へ
の
道
す
じ
」

（
全
国
協
議
会
主
催
）
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
の

設
立
か
ら
約
20
年
、
さ
い
帯
血
バ

ン
ク
の
設
立
か
ら
約
11
年
が
経
ち
、

両
バ
ン
ク
と
も
制
度
疲
労
に
よ
り

様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
と

い
う
現
状
分
析
が
全
国
協
議
会
の

三
田
村
真
か
ら
報
告
さ
れ
、
さ
ら

に
同
一
の
視
点
か
ら
、
日
本
に
お

け
る
制
度
改
革
の
検
討
に
向
け
、

米
国
で
の
法
整
備
に
関
す
る
視
察

　
制
度
改
革
を
し
て
造
血
細
胞
バ
ン
ク
を
見
据
え

　
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
始
ま
る
新
た
な
一
歩

報
告
が
野
村
正
満
副
会
長
よ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
移
植
現
場

か
ら
見
た
制
度
の
矛
盾
と
法
整
備

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
谷
口
修
一

虎
の
門
病
院
血
液
内
科
部
長
に
ご

講
演
い
た
だ
き
、
現
場
の
声
を
伺

う
貴
重
な
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、「
望
ま
れ
る
造

血
細
胞
バ
ン
ク
像
」
と
題
し
て
、

第
一
部
の
報
告
者
３
名
に
、
さ
い

帯
血
移
植
経
験
者
の
加
藤
徳
男
氏
、

陽
田
秀
夫
副
会
長
を
加
え
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
企
画
さ

れ
、
来
場
者
を
交
え
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

最
後
に
参
加
者
一
同
で
ア
ピ
ー

ル
文
を
採
択
し
ま
し
た
。
ア
ピ
ー

骨髄バンクの最新情報をお知らせする
�──────────────────── 骨髄バンクNOW
●非血縁者間末梢血幹細胞移植診療科・採取施設認定について
　現在、非血縁者間末梢血幹細胞移植診療科・採取施設の認定を行っています。これまで
全国で20施設から申請があり、12施設については施設訪問、審査ともに完了しました。今
後の新規認定施設の情報につきましては、骨髄移植推進財団のホームページにて随時公開
していく予定です。

●来年1月からドナー登録会の説明が変わります
　新規ドナー登録者については、来年1月から新たに末梢血幹細胞移植の説明が加わります。
　これに伴い、「チャンス」や「解説グラビア」、DVD「骨髄ドナー登録希望者の方へ」等
の資材も変更になります。

◆日本骨髄バンクの現状（平成22年11月末現在）
	 10月	 11月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 4,497	 3,339	 374,857	 485,125
患者登録者数	 188	 242	 2,862	 31,635
骨髄移植例数	 120	 92	 −	 12,416
20歳未満ドナー登録者	 −	 187	 13,832*1	 −
51歳以上ドナー	 248*2	 146*3	 20,706*4	 −

■11月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 1,132人、献血併行型集団
　登録会／ 2,018人、集団登録会／ 69人、その他／ 120人

《財団マンスリー JMDP（12月15日発行）より抜粋》

注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*1）17年3月〜　*2）51歳以上ドナーの延長数　*3）51歳以上ドナーの新規登録数　*4）17年9月〜

ル
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
号

で
報
告
致
し
ま
す
。

骨髄
バン
クボラ

ンティアダイアル
フリーダイヤ

ル

0120-892
-106バンクに
とうろく



第★号（月１回毎月１日発行）定価　１部15円	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 第三種郵便物認可・★★年★月★日（★）発行（２）

に
よ
り
異
な
る
日
赤
や
行
政
と
の
連

携
、
団
体
運
営
の
悩
み
な
ど
も
率
直

に
語
ら
れ
、
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
意

見
や
質
問
が
続
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
顔
を
合
わ
せ
る
利
点
を
生

か
し
た
、
今
後
の
活
動
に
つ
な
が
る

セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
骨
髄
バ
ン
ク
応
援
団　

窪
田
）

　

11
月
28
日
、
道
内
５
つ
の
団
体
、

道
庁
担
当
者
、
北
海
道
臍
帯
血
バ
ン

ク
事
務
局
長
を
含
む
34
名
が
参
加
し

て
、
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
は
財
団
主
催
の
説
明
員
研
修

が
行
わ
れ
、
P
B
S
C
T
や
ド
ナ
ー

登
録
会
の
現
状
、
各
地
の
活
動
状
況

第223号（月１回毎月１日発行）定価　１部15円	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 第三種郵便物認可・2011年１月１日（土）発行（２）

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
色
あ
せ
ず

今
年
も
若
い
人
た
ち
へ

会津

い
の
ち
と
向
き
合
う

大
学
祭
で「
輝
き
展
」

兵庫

雨
に
も
風
に
も
負
け
ず

市
民
ク
リ
ス
マ
ス
会

北海道札幌市

　　　   11月21日〜12月20日   　　　
㈱タクトコーポレーション	 現金� 10,000円
エグゼキューブ㈱	 現金� 3,500円
埼玉県立大宮広陵高校	 現金� 20,000円
ノーレート麻雀ニューロン	 現金� 200,000円
三井化学㈱	 現金� 400,000円
桜井商店	 現金� 1,541円
豊島区明るい社会づくりの会
	 現金� 100,000円
宮代町立百間中学校生徒会	 現金� 31,307円
宮代町立百間中学校PTA	 現金� 20,000円
千葉 充子	 現金� 5,000円
永井 弘幸	 現金� 35,000円
山田 康博	 現金� 9,880円
江上 義紀	 現金� 10,000円
黒田 多喜男	 現金� 10,000円
平間 ユミ子	 現金� 5,000円
鈴木 純子	 現金� 1,680円
櫻井 康司	 現金� 30,000円
匿名	 現金� 3,000円
匿名	 現金� 580円
匿名	 現金� 16,380円
匿名	 現金� 5,000円
匿名	 現金� 10,000円
●白血病患者支援基金
今内科消化器科医院	 現金� 2,829円
日本化学エネルギー鉱山労働組合協議会
	 現金� 50,000円
山口 久男	 現金� 2,169円
中間 宏美	 現金� 1,000円
●佐藤きち子患者支援基金
三条発掘ネット 刈屋栄二	 現金� 41,619円
トリイ ハルヒコ	 現金� 30,000円
峯 カズミ	 現金� 3,000円
中村 信	 現金� 10,000円
� （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

　

環
境
省
が
準
備
を
進
め
て
い
た

「
子
ど
も
の
健
康
と
環
境
に
関
す
る

全
国
調
査
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
化
学
物
質
な
ど
の
環
境
要
因

の
子
ど
も
の
心
身
の
健
康
へ
の
影
響

の
有
無
を
、
長
期
間
、
疫
学
的
に
調

査
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
妊
婦
の
血
液
や

さ
い
帯
血
の
採
取
を
行
い
ま
す
が
、

そ
の
協
力
医
療
機
関
が
、
さ
い
帯
血

バ
ン
ク
の
採
取
機
関
の
三
分
の
一
と

重
複
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
し
か
も
財
政
的
に
苦
し
い
公
的

さ
い
帯
血
バ
ン
ク
よ
り
も
高
額
な
謝

礼
が
支
払
わ
れ
る
な
ど
、
さ
い
帯
血

バ
ン
ク
事
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

当
協
議
会
で
は
、
公
的
さ
い
帯
血

バ
ン
ク
所
在
地
域
を
こ
の
調
査
か
ら

除
外
す
る
よ
う
配
慮
を
求
め
る
要
望

書
を
、
厚
労
大
臣
と
環
境
大
臣
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

12
月
３
日
、
札
幌
市
民
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
、
キ
リ
ス
ト
教
団
体
主

催
に
よ
る
札
幌
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
会

に
お
い
て
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
ド
ナ
ー

に
な
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
」
お
よ

び
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
、
骨
髄
バ
ン

ク
の
パ
ネ
ル
展
を
行
い
ま
し
た
。

 　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
る
こ
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
や

牧
師
に
よ
る
講
話
な
ど
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ら
の
収
益
の
一
部
が
札
幌
市
で

活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
寄
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
今
年
は
、

北
海
道
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
協
会
が
寄

付
団
体
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

 　

ク
リ
ス
マ
ス
会
当
日
は
、
12
月

の
北
海
道
と
し
て
は
記
録
的
な
大
雨

と
暴
風
の
大
荒
れ
の
天
気
で
し
た

が
、
会
場
に
は
約
千
５
百
名
近
く
の

人
が
来
場
、
札
幌
支
部
会
員
６
名
で

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ル
入
り
口
に
は
骨
髄
バ

ン
ク
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
来
場
者

も
足
を
止
め
て
パ
ネ
ル
を
見
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
開
始
前
に
は
、
主

催
者
か
ら
寄
付
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、

協
会
を
代
表
し
て
寄
付
を
受
け
取
っ

た
札
幌
支
部
長
が
お
礼
の
挨
拶
の
中

で
「
移
植
を
希
望
し
て
い
る
患
者
の

６
割
し
か
移
植
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
、
多
く
の
ド
ナ
ー
登
録
者
が

引
き
続
き
必
要
で
あ
る
こ
と
」
を
訴

え
ま
し
た
。�

（
齊
藤
）

　

姫
路
地
区
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
セ
ン

タ
ー
は
、
設
立
以
来
、
12
月
に
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
初
め
て
全
国
協
議

会
と
の
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

 

今
回
は
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録

が
18
歳
か
ら
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
中
心
の
プ
ラ
グ
ラ
ム
か

ら
、
高
校
生
に
よ
る
演
奏
を
メ
イ
ン

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

兵
庫
県
立
福
崎
高
等
学
校
ギ

タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
部
を
始
め
、
姫

路
市
立
香
寺
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
毎

年
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
賢
明

女
子
中
学
・
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ベ
ル

部
の
生
徒
さ
ん
達
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
昔
な
つ

か
し
い
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、
今
人
気

の
「
コ
ブ
ク
ロ
」
の
曲
が
演
奏
さ
れ
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
会

場
で
は
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
姫
路

の
皆
さ
ん
に
よ
り
募
金
箱
が
廻
さ
れ
、

多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

来
場
者
に
は
「
チ
ャ
ン
ス
」
や
献

血
に
つ
い
て
の
冊
子
と
共
に
、
コ
ン

サ
ー
ト
終
了
後
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
「
ひ
つ
じ
」

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

  

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
姫
路
、
姫

路
さ
く
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆

様
か
ら
は
毎
年
ご
寄
付
を
、
そ
し
て

兵
庫
県
立
大
学
体
育
会
の
皆
様
に
は

長
年
に
渡
り
骨
髄
バ
ン
ク
啓
発
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様

と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
普
及
・
啓
発
活
動
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
濱
田
）

　
厚
生
労
働
大
臣
・
環
境
大
臣
へ
要
望

　
エ
コ
チ
ル
調
査
に
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
へ
の
配
慮
を

　

12
月
12
日
、
さ
い
た
ま
市
の
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で「
関
東
・

甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

は
対
象
地
域
か
ら
30
名
近
く
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
冒
頭
の
全
国
協
議
会

か
ら
の
報
告
に
対
し
て
、
早
速
、
活

発
な
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

後
半
は
、
地
域
ご
と
の
活
動
報
告

に
移
り
ま
し
た
。
埼
玉
県
で
の
献
血

ル
ー
ム
へ
の
説
明
員
配
置
で
、
ド

ナ
ー
登
録
者
を
飛
躍
的
に
増
加
さ
せ

て
い
る
事
例
や
、
献
血
併
行
登
録
に

関
す
る
各
地
の
状
況
等
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
や
活
動
状
況

等
も
踏
ま
え
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

　

日
本
の
骨
髄
バ
ン
ク
が
設
立
さ
れ

て
来
年
で
20
年
、
移
植
し
た
患
者
数

は
１
万
２
千
人
を
超
え
、
ド
ナ
ー
登

録
者
数
は
37
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
法
整
備
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。 

2
0
0
5
年
「
ビ
ル
・
ヤ

ン
グ
法
」
が
制
定
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
を
今
年
5
月
に
訪
れ
、
調
査

さ
れ
た
全
国
協
議
会
副
会
長
の
野
村

正
満
さ
ん
か
ら
実
情
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
で

の
造
血
細
胞
移
植
を
当
初
か
ら
支
え
、

２
５
０
名
が
来
場

恒
例
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

兵庫県姫路市

今
月
の

共
催
イ
ベ
ン
ト

求
め
ら
れ
る
法
整
備

医
療
現
場
か
ら
の
声

北海道

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

活
発
な
意
見
交
換

関東甲信越

患
者
、
ド
ナ
ー
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
知
る
、
札
幌
北
楡
病
院
名
誉

院
長
の
笠
井
正
晴
先
生
か
ら
は
、
医

療
者
と
し
て
の
率
直
な
気
持
ち
や
現

場
で
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
お
聞
き

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
造
血
細
胞

移
植
を
希
望
す
る
患
者
が
速
や
か
に

救
済
さ
れ
る
た
め
に
、
ド
ナ
ー
が
安

心
し
て
提
供
で
き
、
医
療
者
が
も
っ

と
ゆ
と
り
を
持
っ
て
治
療
に
専
念
出

来
る
よ
う
、
ま
だ
ま
だ
声
を
上
げ
る

必
要
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し
た
セ
ミ

ナ
ー
で
し
た
。

�

（
北
海
道
協
会　

神
戸
）

　

11
月
25
〜
28
日
、
会
津
若
松
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
毎
年

恒
例
と
な
っ
た
骨
髄
バ
ン
ク
パ
ネ
ル

展
で
す
が
、
今
年
は
会
津
ユ
ネ
ス
コ

幼
児
画
展
と
の
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
は
、

1
9
9
8
年
、
2
0
0
2
年
に
続
き
、

今
年
で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

少
々
色
が
黄
ば
ん
で
き
た
写
真
、

小
野
寺
夫
妻
の
若
か
り
し
頃
の
写
真

を
見
る
に
つ
け
、
時
間
の
経
過
を
強

く
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

し
か
し
マ
モ
君
が
残
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
全
く
色
あ
せ
て
い
ま
せ

ん
。「
何
回
読
ん
で
も
泣
け
て
く
る

ね
〜
」
と
、
涙
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
展

示
作
業
を
終
え
ま
し
た
。
16
歳
の
マ

モ
君
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
今
年
も
若

い
人
た
ち
へ
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
よ
。

�

（
青
木
）

　

兵
庫
教
育
大
学
で
は
、
神
戸
骨
髄

献
血
の
和
を
広
げ
る
会
の
伴
智
代
さ

ん
に
協
力
い
た
だ
き
、
11
月
20
日
〜

21
日
の
大
学
祭
（
嬉
望
祭
）
の
開
催

期
間
中
に
、「
い
の
ち
の
輝
き
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
兵
庫
教
育
大
学
と
兵
庫

県
が
共
催
で
造
血
幹
細
胞
移
植
推
進

特
別
講
座
「
い
の
ち
と
向
き
合
う
」

を
開
催
す
る
の
に
併
せ
て
、
よ
り
骨

髄
移
植
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、
学
生
を
は
じ
め
多
く
の

来
学
者
が
足
を
止
め
、
じ
っ
く
り
作

品
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

学
生
が
骨
髄
移
植
を
始
め
と
し
た

造
血
幹
細
胞
移
植
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
将
来
、
教
員
と

な
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	 全協第2460号
	 2010年12月20日
環境大臣
　松　本　　龍　様
	 特定非営利活動法人
	 全国骨髄バンク推進連絡協議会
	 会長　大谷　貴子

「子どもの健康と環境に関する全国調査」における
さい帯血バンク事業への影響回避について（要望）

　貴職におかれましては、日頃より環境保全と国民の健康確保のためにご
尽力されておりますことに、心より感謝申し上げます。
　さて、様々な化学物質が私たちの周りに氾濫し、それらの曝露による人
体や環境への影響が大きな社会問題となっている今日において、子どもの
健康に対する化学物質のリスクを把握し、その悪影響を未然に回避するこ
とは極めて重要なことであり、私どもといたしましても、そのための知見
を収集する「子どもの健康と環境に関する全国調査」（エコチル調査）の必
要性は、十分に理解しているところでございます。
　一方で、この調査のための試料として出産時に採取されるさい帯血は、
以前は医療廃棄物でありましたが、現在では血液難病等の患者を救うこと
のできる医療上の貴重な資源となっております。日本さい帯血バンクネッ
トワークに加盟する全国11の公的さい帯血バンクから供給されるさい帯血
によるさい帯血移植は年々増加の一途をたどっており、平成22年も年間
1000例ペースで移植が行われております。このさい帯血の確保に当たって
は、各さい帯血バンクとも最大限の努力と時間を費やして妊婦さんや採取
医療機関との信頼関係を構築し、さい帯血の提供・採取にご協力いただい
ております。しかしながら、それでも十分な数の確保は難しいのが現状です。
さい帯血移植のニーズの増大が予想される今後は、それがさらに難しくな
ると懸念されております。
　今回、エコチル調査の概要が示されて大きな懸念材料として浮上してき
たのが、さい帯血バンクの主要な提携採取医療機関がエコチル調査の協力
医療機関の候補となっていることです。もし、エコチル調査にさい帯血が
回されることで、さい帯血バンクでの採取・保存数が確保できなくなると、
さい帯血移植が必要な患者の救命に極めて深刻な事態を招く虞があります。
エコチル調査の趣旨は国民の健康確保であるはずです。しかるに、この調
査自体が、国民の健康の機会を奪う原因となるような状況は回避しなけれ
ばならないと私たちは考えます。
　以上の点に鑑み、さい帯血移植を必要とする患者の救命のため、エコチ
ル調査の実施に関し、下記事項を要望いたします。

記

「子どもの健康と環境に関する全国調査」（エコチル調査）を、公的さい帯
血バンク事業に影響を及ぼさないような方法で実施してください。具体的
には、以下の措置を講じて下さい。

⒈	 公的さい帯血バンクのある地域をエコチル調査対象地域から除外してく
ださい。

⒉	 エコチル調査の協力医療機関が公的さい帯血バンク提携採取医療機関と
競合しないよう、その選定に配慮してください。

� 以上

	 全協第2461号
	 2010年12月20日
厚生労働大臣
　細川　律夫　様
	 特定非営利活動法人
	 全国骨髄バンク推進連絡協議会
	 会長　大谷　貴子

「子どもの健康と環境に関する全国調査」における
さい帯血バンク事業への影響回避について（要望）

　貴職におかれましては、日頃よりさい帯血バンク事業推進のためにご尽
力を賜り、心より感謝申し上げます。
　わが国の非血縁者間さい帯血移植は、国のご支援の下、平成12年の日本
さい帯血バンクネットワーク発足から飛躍的な成長を遂げ、平成22年度は
年間移植数も1000例程度行われることが予想されております。これは世界
的にも最高水準であり、さい帯血移植により、多くの患者が命を救われて
おります。さい帯血移植を支える公的なさい帯血バンクには、さらなる患
者救命のため、これまで以上に事業を推進していくことが求められており
ます。
　このような状況の中、環境省では、さい帯血を調査のための試料とする「子
どもの健康と環境に関する全国調査」（エコチル調査）の準備を進めており
ます。この調査は、子どもの発育に影響を与える化学物質等の環境要因を
明らかにし、化学物質のリスク管理の強化を通じて子どもの健康の確保と
安全・安心な子育て環境を実現することを目的に実施されるもので、私ど
もといたしましても、その趣旨は理解しているところでございます。
　しかしながら、環境省からさい帯血バンクネットワークへのエコチル調
査に関する説明で、さい帯血バンク事業の基盤を揺るがしかねない内容が
明らかとなりました。エコチル調査でさい帯血採取に協力する候補医療機
関と、公的さい帯血バンクの提携採取医療機関とが競合しているのです。
しかも、調査協力医療機関に対する謝礼は、さい帯血バンクのそれよりも
手厚いと聞いております。
　公的さい帯血バンクではこれまで、最低限の努力と時間を費やして妊婦
さんや採取医療機関と信頼関係を構築し、さい帯血の提供・採取にご協力
いただいてきました。しかしながらそれでも十分な数の保存が難しいのが
現状です。もしエコチル調査にさい帯血が回されることになれば、公的さ
い帯血バンクでのさい帯血の確保がさらに難しくなり、さい帯血移植が必
要な患者の救命に極めて深刻な事態を招く虞があります。エコチル調査の
趣旨は国民の健康確保であるはずです。この調査自体が、国民の健康の機
会を奪う原因となるような状況は回避しなければならないと私たちは考え
ます。
　以上の点を鑑み、環境省のエコチル調査が公的さい帯血バンク事業の推
進に影響のないよう対応していただきたく、下記事項を要望いたします。

記

⒈	 公的さい帯血バンクのある地域をエコチル調査対象地域から除外し、エ
コチル調査の協力医療機関の選定が、公的さい帯血バンクの提携採取医
療機関と競合しないよう、環境省に要請してください。

⒉	 公的さい帯血バンクが採取医療機関との関係を強化し、継続的・安定的
にさい帯血採取に協力していただけるよう、財政面での措置を講じて下
さい。

� 以上


